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誌上  進路指導ケーススタディ

  生徒の悩みに
 しっかり寄り添うために

令和2年の高校生の自殺者は339名で、前年の279名から大きく増えてしまいました（文部科
学省『コロナ禍における児童生徒の自殺等に関する現状について』より）。進路相談のなかで
も、将来を悲観して希死念慮（※）を口にする生徒もいるのではないでしょうか。そんなとき、
改めて重要になるのが徹底的に「寄り添う」姿勢。そのような姿勢を実現していくコミュニケー
ションの技法として「マイクロカウンセリング」を紹介します。

取材・文／清水由佳　イラスト／おおさわゆう

こ ん な ケ ー ス

1
「
死
に
た
い
」と

こ
ぼ
し
た
１
年
生

2
受
験
を
し
な
い
と

言
い
出
し
た
3
年
生

3
就
職
先
を
辞
め
た
い
と

相
談
に
来
た
卒
業
生

第22回
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 【監修＆アドバイス】

を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
説
き
ま
す
。
日
本
マ

イ
ク
ロ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会
会
長
の
福
原

眞
知
子
氏
は
、
そ
の
著
書『
マ
イ
ク
ロ
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
技
法
』の
中
で
、「
今
日
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
や
心
理
療
法
に
は
様
々
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
技
法
の
用
い

ら
れ
方
や
頻
度
に
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
マ

イ
ク
ロ
技
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら

の
特
徴
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
く

つ
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
適
宜
意
図
的
に
使
い

こ
な
し
な
が
ら
、
個
々
の
問
題
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。
進
路
相
談
で
も
、
マ
イ
ク
ロ
技

法
の
段
階
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

個
々
の
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
実
現
で

き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

「
マ
イ
ク
ロ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」は
、
ア
メ
リ
カ

の
教
育
学
博
士
、
ア
レ
ン
・
E
・
ア
イ
ビ
イ

氏
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

技
法
の
枠
組
み
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
で
す
。

ア
イ
ビ
イ
博
士
は
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形

を
段
階
ご
と
に
組
み
立
て
、「
マ
イ
ク
ロ
技
法

の
階
層
表
」（
図
）と
し
て
相
談
に
応
じ
る
際

の
技
術
を
細
か
く
分
け
て
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ

 

「
マ
イ
ク
ロ
技
法
の
階
層
表
」を
見
て
も
わ
か

る
よ
う
に
、
土
台
と
な
る
の
は
、「
か
か
わ
り

行
動
」で
す
。
視
線
や
表
情
、
態
度
、
声
の

調
子
な
ど
の
基
本
的
な
か
か
わ
り
方
は
、
面

談
全
体
を
貫
く
土
台
と
な
り
ま
す
。
そ
の
上

で
、
実
際
の
や
り
と
り
の
技
法
と
し
て
、

Y
E
S
・
N
O
で
回
答
で
き
る「
閉
ざ
さ
れ

た
質
問
」と
自
由
に
回
答
で
き
る「
開
か
れ
た

質
問
」の
使
い
分
け
や
、〝
今
こ
こ
〞を
大
切
に

し
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
応
答
や
態
度
・
表
情

な
ど
に
注
目
す
る「
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
観
察
技

法
」、
発
言
を
受
け
止
め
る「
は
げ
ま
し
、
い

い
か
え
、
要
約
」や
、
言
語
化
さ
れ
て
い
な
い

感
情
に
向
き
合
う「
感
情
の
反
映
」
な
ど
に

よ
る「
基
本
的
傾
聴
の
連
鎖
」が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は「
傾
聴
」に
欠
か
せ
な
い
技
法
で
あ

り
、「
基
本
的
か
か
わ
り
技
法
」と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
上
に
、「
５
段
階
の
面
接
構
造
」

な
ど
が
位
置
づ
け
ら
れ「
基
本
的
傾
聴
の
連

鎖
」を
意
図
的
に
行
っ
て
い
く
だ
け
で
も
、
面

接
の
５
段
階
が
構
成
で
き
る
と
説
き
ま
す
。

特
に
、
生
徒
の
悩
み
に
し
っ
か
り
寄
り
添
う

必
要
が
あ
る
場
面
で
は
、
結
論
や
解
決
を
急

ぐ
の
で
は
な
く
、
こ
の
傾
聴
の
連
鎖
の
行
き

来
が
非
常
に
重
要
に
な
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

図 マイクロ技法の階層表

進路指導に役立つ技法●マイクロカウンセリング

理論を活かす

※希死念慮：死にたいと願うことだが、特に具体的な理由や方法がなく漠然と言っていることを指す。

マイクロ技法の階層表（１９９５）
『マイクロカウンセリング技法』福原眞知子監修（風間書房）p.2より引用

個人的
スタイルと
理論をきめる

技法の統合

意味の反映

感情の反映

はげまし、いいかえ、要約

クライエント観察技法

開かれた質問、閉ざされた質問

積極技法
（指示、論理的帰結、解釈、自己開示、
助言、情報提供、説明、教示、フィード
バック、カウンセラー発言の要約）

焦点のあてかた
（文化に・環境に・脈絡に）

（クライエントに、問題に、他の人に、私たちに、面接者に）

対決
（矛盾、不一致）

かかわり行動
（文化的に適合した視線の位置、言語追跡、身体言語、声の質）

５段階の面接構造
面接を傾聴の技法連鎖のみで完結する
共感的理解の視点でそれを評価する

－ 異なった理論では異なったパタンの技
法の使用法になる

－ 異なった状況下では異なったパタンの
技法の使用法を要求される

－ 異なった文化的なグループは異なった
パタンの技法の使用法をもっている

面接の５段階
1. ラポート
2. 問題の定義化
3. 目標を設定
4. 選択肢を探求し
 不一致と対決する
5. 日常生活への般化

基本的
傾聴の連鎖



322022 FEB. Vol.441

ケ ー ス 1

ケ ー ス 2

ケ ー ス 3

「
基
本
的
傾
聴
の
連
鎖
」を
大
切
に
、

チ
ー
ム
で
連
携
し
た
対
応
を
し
て
い
く

 

「
教
室
で
一
人
で
い
る
」「
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
」な
ど
、

生
徒
の
異
変
は「
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
観
察
技
法
」
を
使
う

重
要
な
場
面
で
す
。
面
談
中
に
生
徒
が
ど
ん
な
表
情

で
、
ど
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
の
か
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
丁
寧
に
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。
特
に
、「
死
に
た
い
」

な
ど
の
希
死
念
慮
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
安
易

な
励
ま
し
は
逆
効
果
で
す
。
ま
ず
は
、
し
っ
か
り
気
持

ち
に
寄
り
添
い
、「
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
い
る
よ
」「
一
緒
に

考
え
て
い
こ
う
」と
い
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
。
そ
の
一

方
で
、
一
人
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
必
ず
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
養
護
の
先
生
、
学
年
主
任
な
ど
と

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
必
要
に
応
じ
て
精
神
科
医
な

ど
と
も
つ
な
ぎ
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

自
分
の
意
思
で
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
を

一
緒
に
歩
ん
で
い
け
る
か
か
わ
り
を

「
基
本
的
傾
聴
の
連
鎖
」を
ベ
ー
ス
に

「
自
己
開
示
」な
ど
の
積
極
技
法
で
寄
り
添
う

　

せ
っ
か
く
受
験
料
も
払
っ
て
願
書
を
出
し
て
も
、「
や

っ
ぱ
り
や
め
た
い
」
と
言
い
出
す
生
徒
も
い
ま
す
。
教

師
か
ら
す
れ
ば
、「
ま
ず
は
受
け
て
み
て
か
ら
考
え
れ
ば

い
い
じ
ゃ
な
い
か
」と
、
つ
い
説
得
し
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

生
徒
が
自
分
自
身
で
納
得
し
た
形
で
決
意
を
し
な
い

限
り
、
問
題
の
解
決
に
は
至
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
、「
基

本
的
傾
聴
の
連
鎖
」
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
意
思
決

定
の
プ
ロ
セ
ス
を
一
緒
に
歩
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本

当
に
そ
の
大
学
が
嫌
な
の
か
、
失
敗
が
怖
く
な
っ
て
い

る
の
か
な
ど
、
理
由
が
異
な
る
は
ず
で
す
。「
い
い
か
え
」

や「
要
約
」な
ど
を
使
い
な
が
ら
、
何
が
課
題
で
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
な

の
か
を
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

誰
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
頼
っ
て
来

て
く
れ
る
生
徒
が
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け「
誰
か
に
相
談

し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、

気
持
ち
を
受
け
止
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
安
易
に
励
ま

し
た
り
、「
よ
く
あ
る
こ
と
」で
一
般
化
す
る
の
で
は
な

く
、「
基
本
的
傾
聴
の
連
鎖
」を
使
っ
て
じ
っ
く
り
話
を

聞
い
て
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
生
だ
か
ら
こ
そ
、
先

生
自
身
の
新
米
教
師
時
代
の
苦
労
な
ど
の
自
己
開
示

を
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
き
ち
ん
と
受

け
止
め
て
も
ら
え
て
い
る
実
感
を
得
る
と
、
自
分
の
話

を
客
観
視
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
で
も
反
省
す
べ

き
点
に
気
づ
け
た
り
、
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
も

素
直
に
耳
を
傾
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（教室で一人でいることが増え、授業中もぼんやりしている
ことが多くなった男子生徒。今週３度目の遅刻をしたこともあ
り呼び出した）
先生： 最近、元気がないようだけど、何かあったのかな。
生徒： …。何か、毎日がどうでもよくなって。
先生： 元気出せ。高校生活まだまだこれからじゃないか。
生徒： どうせがんばっても、自分なんて何もうまくいかないし。

将来、どうせ大した大人にもなれそうもないし。
先生： これからいくらでも成長していけるんだぞ。
生徒： …。もう死にたい。
先生： そんなこと言うなよ。

生徒： 大学入学共通テスト、失敗しちゃったじゃない。一応、
志望校変更して願書出したけど、やっぱり受験するの
やめようかと思って。

先生： 浪人したいっていうこと？
生徒： うん。もし合格しても、あんまり行きたい大学じゃないし。
先生： でも、評判は結構いい大学だよ。
生徒： でも、もう1年やって共通テスト、リベンジしたいかな。
先生： だけど、せっかくもう受験料も払っているんだし。とりあ

えず受けてみたら。
生徒： 親もそう言うんですよね…。
先生： でしょ？ 浪人も大変だよ。合格してから考えるのでも遅

くないよ。

卒業生： 仕事を辞めたいと思って…。
 先生： まだ１年も経っていないのに、何かあったのか。
卒業生： 職場の人とあんまりうまくいっていなくて…。転職し

たいかなって。
 先生： せめて3年くらいは同じ会社でがんばっていないと、

なかなか転職も厳しいんだけどね。
卒業生： 仕事も、毎日同じようなことの繰り返しで、あんまり

面白くないし。だからよくミスして、先輩から嫌味ば
っかり言われているんだよね。

 先生： なんだ、キミらしくないな。高校の時は、部活で大
変なことがあっても簡単に諦めたりしないでがんば
っていたじゃないか。

「死にたい」とこぼした１年生

受験をしないと言い出した3年生

就職先を辞めたいと相談に来た卒業生
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（教室で一人でいることが増え、授業中もぼんやりしているこ
とが多くなった男子生徒。今週３度目の遅刻をしたこともあり呼
び出した）
先生： 最近、元気がないようだけど、何かあったのかな。
生徒： …。何か、毎日がどうでもよくなって。
先生： そうか。毎日が虚しい感じなのかな？ （いいかえ・閉ざさ

れた質問）
生徒： うん…。もう死んだ方がいいかなって。
先生： 死にたいほどの気持ちを抱えているのは辛いな。先生

も一緒に考えていきたいから、もう少し何があったのか
話してもらってもいい？ （感情の反映・開かれた質問）

生徒： 大学入学共通テスト、失敗しちゃったじゃない。一応、志
望校変更して願書出したけど、やっぱり受験するのやめよ
うかと思って。

先生： やめたくなった理由、もう少し具体的に教えてもらうことは
できる？（開かれた質問）

生徒： 願書出すときは、何も考えずに近場の国公立で受かりそ
うなところって選んだから、なんかやる気にならなくて。

先生： その大学を受ける意味がわからなくなったんだね（要約）。
生徒： うん。それに、やっぱり共通テストの失敗が悔しくて。来

年リベンジしたい気も。
先生： そうか。実力を発揮できなかったのが心残りなんだね（い

いかえ）。

卒業生： 仕事を辞めたいと思って…。
 先生： だいぶ辛そうだね。もう少し詳しく聞かせてくれる？（感

情の反映・開かれた質問）
卒業生： 職場の人とあんまりうまくいっていなくて…。あまり教

えてもらえないのに、何かというとすぐ怒鳴られて。
 先生： そうか。よくわからないまま叱られるのは辛いね（いい

かえ・感情の反映）。
卒業生： まあ、自分がぼんやりしていてミスが多いのも悪いん

だけど。そもそも、みんな忙しくしていて、何を誰に
聞けばいいのかもわからなくて…。

 先生： わかる。先生も新人のころさ～（自分の新人教員時
代の同じような体験を話す）（自己開示）。

＜例えば、こんなやりとりへ＞

＜例えば、こんなやりとりへ＞

＜例えば、こんなやりとりへ＞

苅間澤先生の
ワンポイントアドバイス

「寄り添う」姿勢が、
自殺のゲートキーパーに

　文部科学省の『コロナ禍における児童
生徒の自殺等に関する現状について』に
おいて、児童生徒の自殺の理由として令和
元年で１番多かったのは「学業不振」、２番
目は「その他進路に関する悩み」でしたが
令和2年には順位が入れ替わりました。進
路の悩みは、それだけ生徒にとっては大きな
ことなのです。だからこそ、進路相談におい
て、しっかり生徒の気持ちに寄り添い、話を
十分に聞いてあげることが重要になります。
「進路に関する悩み」と言っても、一人ひと
り、抱えているものは異なります。同じ「受験
をやめたい」でも、理由や背景は千差万別
です。安易にカテゴリー化せず、生徒の声に
しっかり耳を傾けてあげてください。また、増
加する自殺者の予防役ともなる「ゲートキー
パー」としての教師の役割も重要になって
います。SOSを見逃さず、より適切な対応が
できるよう、日頃から校内で研修を行ったり
体制づくりを話し合っておくことも大切で
す。厚生労働省が自殺対策の取組やゲー
トキーパー、相談窓口などの情報をまとめた
サイト「まもろうよ こころ」もぜひ参考にして
みてください。
https://www.mhlw.go.jp/mamorouyokokoro/

『マイクロカウンセリング
“学ぶ－使う－教える”技法の統合:その理
論と実際』
アレン・E・アイビイ著　福原眞知子他訳　川島書店
マイクロカウンセリングの全体像がわかるバイブル
的書籍。
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